
 

 

 

 

 

 

 

韓国人に対する「地酒」の PR方策について 
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「CLAIR REPORT」の発刊について 

 

 

 

当協会では、調査事業の一環として、海外各地域の地方行財政事情、開発事例

等、様々な領域にわたる海外の情報を分野別にまとめた調査誌「CLAIR 

REPORT」シリーズを刊行しております。 

このシリーズは、地方自治行政の参考に資するため、関係の方々に地方行財

政に係る様々な海外の情報を紹介することを目的としております。 

 内容につきましては、今後とも一層の改善を重ねてまいりたいと存じますの

で、ご意見等を賜れば幸いに存じます。 
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本誌からの無断転載はご遠慮ください。 



 

はじめに 

 

 日本と韓国は、地理的近接性もあり、昨今訪日韓国人観光客が急増している。日本政

府観光局（JNTO）調べによると、2016 年の訪日外客数（総数）の内訳として韓国か

らの来客数が中国から次いで２番目に多く、約 509 万人で総数の約 21.2％を占める結

果となっている。また、2017 年の訪日外客数（総数）の推計値では、韓国が中国に迫

る勢いで伸びており、対前年比 140.3％となる 714 万人で過去最高を記録し、初めて

年計で 700 万人を超えた。  

 

所得の増大等に伴う外国旅行需要の増加や、相次ぐ格安航空会社（LCC）の新規就

航等に伴う座席供給量の拡大を背景に、毎月 40～60 万人台の訪日が安定して続き、12

月には単月として過去最高となる 678,900 人を記録した。このように数多くの韓国人

が訪日しており、その訪日目的も、観光、温泉、食、文化体験と多岐に渡っており、訪

問先も都市部に留まらず、地方空港を経由して各地域を訪問する傾向にある。  

 

一方、迎え入れる側の日本各地域においては急増する韓国人旅行客を呼び込もうと、

観光資源を活かしたインバウンド施策を充実させているなか、「地酒」を重要な観光コ

ンテンツの一つに据え、酒蔵を巡るツアーの実施や地酒の輸出促進などを通し、地域

の活性化につなげるべく切磋琢磨しており、政府もそれを支援する動きを見せている。 

 

本レポートでは、韓国人の酒の趣向や消費傾向、韓国における酒類の輸入規制など

を紹介するとともに、「地酒」を観光コンテンツとした日韓の外国人誘客施策の比較を

通して、韓国人に対する効果的な「地酒」の PR 方策について考察している。 

 

本レポートが広く日本の自治体の方々等に紹介され、韓国国民をはじめとする韓国

社会の酒類に対する理解を深めていただくとともに、地酒の輸出戦略を進める上での

一助となれば幸いである。  

 

 

一般財団法人自治体国際化協会ソウル事務所長  
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概 要 

 

第１章 韓国人に日本酒を売り込む意義 

 財務省貿易統計等の結果から、海外市場における日本酒の現状を明らかにし、特に

韓国における日本酒の消費動向に着目して今後の消費拡大への可能性を検討。また、

日本政府観光局や観光庁の各種統計結果から、訪日韓国人観光客の特性をつかみ、販

路拡大のみならず、地方への誘客拡大という視点から、韓国人に日本酒を売り込む意

義を明確にする。  

 

第２章 韓国人と日本酒 

 韓国人に日本酒を売り込んでいくため、韓国人にとって酒はどのような存在として

生活に溶け込み、どのような酒を好むのかといった、韓国人の酒の趣向をまず明らか

にする。さらに、クレアソウル事務所が実施した「韓国人の日本酒に関する調査」結果

から、酒類の中でも特に日本酒に対してどのような意識を持ち、どのような消費傾向

があるかを明らかにし、現状及び課題を把握する。  

 

第３章 日本酒の消費拡大を阻む要因 

 韓国人に日本酒を売り込む意義が明確になっており、日本政府も国を挙げて取り組

みを推進していながら、韓国において日本酒の消費が伸び悩んでいる原因は何なのか。

主な原因と考えられる「輸入・販売規制」、「関税」、「東日本大震災に伴う福島第一原子

力発電所事故の影響」について解説する。 

 

第４章 「地酒」を観光コンテンツとした外国人観光客誘客施策と評価 

 日本と韓国においてそれぞれ実施されている、国酒を観光コンテンツとした外国人

観光客誘客施策を紹介・比較し、課題を洗い出す。  

 

おわりに 

 本レポートのまとめとして、韓国人に対する効果的な「地酒」の PR 方策について考

察する。 
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第１章 韓国人に日本酒を売り込む意義 

第１節 海外市場における日本酒の地位 

2013 年 12 月に「和食；日本人の伝統的な食文化」がユネスコ無形文化遺産に登録

されたことも追い風に、近年、海外における和食人気と相まった外国人の日本酒に対

する関心は高まりを見せ、いわば世界的な日本酒ブームを呼んでいる。  

財務省貿易統計によれば、表１のとおり日本酒の国内出荷量が緩やかな減少傾向を

見せる中、輸出量は、日本食ブーム等を背景に近年増加傾向にあり、また表２のとお

り、2016 年（平成 28 年）の輸出数量は 19,737kℓ と急増。一方で、日本酒の全出荷量

のうち輸出量が占める割合は 3.5％となっている。  

 

【表１】 

 

      【表２】 
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また表３のとおり、2016 年（平成 28 年）の酒類の輸出金額は、約 430 億円（対前

年比約 110.2％）となり、5 年連続で過去最高額を記録している。酒類の輸出数量につ

いても、124,710 kℓ（対前年比約 113.5％）となり、過去最高の水準となっている。  

 

【表３】 

 

 一方、2016 年（平成 28 年）の日本酒の国（地域）別輸出量は表２のとおり、アメリ

カ合衆国に次いで韓国が２位に位置し、韓国人は日本酒を好む傾向にある半面、表４

のとおり輸出単価が低いため、金額ベースでは３位に転落してしまっていることがわ

かる。このことから、韓国では比較的安価な日本酒が一般的に消費・認知されているこ

とがわかり、今後は高品質・高付加価値の日本酒の消費拡大に余地を見出すことがで

きるのではないかと考えられる。 

 

【表４】 
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日本酒の製造業者と流通業者が連携して 2014 年９月に発足した日本酒輸出協議会

が策定した「日本酒の輸出基本戦略」においても、韓国は、日本酒に対する認知度や浸

透度が比較的高く、輸出量の多い国・地域である「重点国・地域（輸出拡大国・地域）」

の一つと位置付けられている。香港や台湾と並んで韓国は、文化的にも近く、日本酒の

理解も比較的進みやすい地域であると期待されるほか、日本からの距離も近いことか

ら、中小メーカーが新規に輸出に取り組みやすい市場でもあり、高いポテンシャルを

秘めているという訳だ。  

 

第２節 訪日韓国人観光客の特性 

 地理的近接性もあり、訪日韓国人観光客が近年急増している。日本政府観光局（以下、

「JNTO」という。）調べによれば表５のとおり、2016 年の訪日外客数（総数）の内訳

として韓国からの来客数が中国から次いで２番目に多く、約 509 万人で総数の約

21.2％を占める結果となっている。  

さらに、2017 年の訪日外客数（総数）の推計値では、韓国が中国に迫る勢いで伸び

ており、対前年比 140.3％となる 714 万人で過去最高を記録し、初めて年計で 700 万

人を超えた。所得の増大等に伴う韓国の外国旅行需要の増加や、相次ぐ格安航空会社

（以下、「LCC」という。）の新規就航等に伴う座席供給量の拡大を背景に、毎月 40～

60 万人台の訪日が安定して続き、12 月には単月として過去最高となる 678,900 人を

記録した。このように近年数多くの韓国人が訪日しており、表６のとおり 2011 年以降

年々増加傾向にあることから、今後より一層の増加が予想される。  
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【表５】 
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【表６】韓国人の外国旅行者数と訪日客数の推移（2007 年～2016 年） 

 

 

また、観光庁訪日外国人消費動向調査の 2017 年年間値（速報）によれば表７のとお

り、訪日韓国人観光客の旅行消費額は 5,126 億円で、訪日外国人旅行消費額総額４兆

4,161 億円の約 11.6％を占め、中国、台湾に次いで３位に位置している。  

 

【表７】国籍・地域別の訪日外国人旅行消費額と構成比  

 

出典：観光庁『訪日外国人消費動向調査 2017 年年間値（速報）』  
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さらに、同調査により訪日韓国人観光客の費目別旅行消費額を見ると表８のとお

り、総額である 5,126 億円の 25.7％にあたる 1,316 億円が酒を含む飲食費に充てられ

ていることがわかる。  

 

【表８】訪日韓国人観光客の費目別旅行消費額  

 

出典：観光庁『訪日外国人消費動向調査 2017 年年間値（速報）』を基に作成  

 

観光目的で訪日した韓国人の訪日旅行に関する期待内容を見ても表９のとおり、

「日本の酒（日本酒・焼酎）を飲むこと」と回答した人が、旅行前には 26.7％、旅行

中には 60.5％、次回の訪日旅行に向けては 27.8％となっており、「日本食を食べるこ

と」、「ショッピング」、「自然・景勝地観光」、「繁華街の街歩き」と並んで高い割合を

占めている。このことから、日本の酒を飲むことに期待を寄せる訪日韓国人の多さが

伺える。 
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【表９】訪日韓国人の訪日旅行に関する期待内容（2016 年）観光目的  

 

観光目的で日本を訪れた韓国人の属性を見てみると表 10 のとおり、20 代女性が

27.3％で最も多く、その後 20 代男性の 18.2％、30 代女性の 12.3％、30 代男性の 11.6％

と続き、20 代 30 代の若い世代で 69.4％を占める結果となっている。  

 

【表 10】訪日韓国人の属性（観光・レジャー目的）  

性別  年齢  回答数(人) 構成比(％) 

男性  

20 歳未満  340 2.9 

20 代  2,216 18.2 

30 代  1,451 11.6 

40 代  796 6.4 

50 代  455 3.7 

60 代  289 2.3 

70 代以上  106 0.8 

小計  5,653 46.1 

女性  

20 歳未満  307 2.6 

20 代  3,342 27.3 

30 代  1,539 12.3 

40 代  794 6.4 

50 代  434 3.5 

60 代  178 1.4 

70 代以上  36 0.3 

小計  6,630 53.9 

出典：観光庁『訪日外国人消費動向調査（2016 年）』  
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また、訪日外国人消費動向調査の 2016 年７～９月期におけるトピックス分析によれ

ば表 11 のとおり、韓国人観光客の LCC 利用率は 60.6％と、他の国籍・地域に比べて

圧倒的に高い。そして、韓国における LCC 利用観光客の属性を見ると表 12 のとおり、

20 代女性の比率が 33.6％と最も多く、次いで 20 代男性が 22.9％と高い。このことか

ら、特に 20 代女性をはじめとした若者が LCC を利用して多く日本を訪問していると

いうことがわかる。  

 

【表 11】国籍・地域別にみる訪日観光客の LCC 利用率（2016 年１－９月期） 

 

出典：観光庁『訪日外国人消費動向調査（2016 年７－９月期トピックス分析）』  

 

【表 12】LCC 利用韓国人観光客の性年代構成比（2016 年１－９月期）  

 

出典：観光庁『訪日外国人消費動向調査（2016 年７－９月期トピックス分析）』  
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LCC を利用して日本を訪れる韓国人の地方ブロック別の訪問率を見ると、「近畿」が

46.2％で最も高く、次いで「九州」「関東」「沖縄」の順で高い。さらに、都道府県別で

見ると表 13 のとおり、「大阪府」が 46.1％で最も高く、次いで「京都府」「福岡県」の

訪問率が高くなっている。 

 

【表 13】LCC 利用韓国人観光客の訪問地（2016 年１－９月期）都道府県別訪問率  

 

出典：観光庁『訪日外国人消費動向調査（2016 年７－９月期トピックス分析）』  

 

そのうえ、近年、激しい競争を重ねる韓国 LCC が新規需要の開拓等を目的に日本の

地方空港への積極的な路線開設と増便を行っていること、表 14 の訪日外国人消費動向

調査（2016）から訪日韓国人のリピート率は非常に高いことがわかる。  

これらを合わせて考えると、日本を訪れる回数が増えれば増えるほど、東京、大阪、

福岡といった大都市圏のみならず地方へも目を向ける旅行者が増加することが期待さ

れる。このような韓国人観光客の特性から、特に 20 代～30 代の若者に対して単に日

本酒というだけでなく、地域の魅力の一つとして、観光資源とともに「地酒」をセット

で PR することにより、販路拡大のみならず地方への効果的な誘客拡大が期待できる

のではないだろうか。  

 

 

 



10 

【表 14】訪日韓国人の来訪回数（観光・レジャー目的）  

回数  回答数（人）  構成比（％）  

１回目  4,687 38.5 

２回目  2,741 22.5 

３回目  1,403 11.4 

４回目  892 7.2 

５回目  627 5.0 

６～９回目  690 5.5 

10～19 回目  728 5.8 

20 回以上  504 4.0 

出典：観光庁『訪日外国人消費動向調査（2016 年）』  

 

第３節 「地酒」を観光コンテンツに据える日本政府の方針 

 第１節、第２節で述べたような動向を背景に、政府においては 2013 年１月 11 日、

「日本経済再生に向けた緊急経済対策」における地域の特色を活かした地域活性化策

の一つとして、「日本産酒類の総合的な輸出環境整備」に取り組むことが閣議決定され

た。 

 また、2014 年６月 24 日には、上記決定を踏まえ、内閣官房に設置された「日本産

酒類の輸出促進連絡会議」において、日本産酒類の一層の輸出拡大を図るため、海外の

伝道師育成、外国人にも分かりやすい表示の検討、発信力の強化、輸出戦略策定及び推

進体制の構築を進めることとする、日本産酒類の輸出促進に向けた改題及び対応方針

が示された。 

 さらに、2015 年６月 17 日には、内閣府に設置されたクールジャパン戦略推進会議

において、主要国際空港で日本酒・焼酎の試飲や外国人が見学可能な酒蔵情報等を紹

介するほか、酒蔵開放や酒蔵体験、日本酒をテーマにしたイベント、スタンプラリーな

どの仕組みづくり、外国人向けツアーのプロデュース等、様々な取組や他の観光資源

と連携した PR を推進していく旨の内容を含む「クールジャパン戦略官民協働イニシ

アティブ」が決定された。  

 そして、2015 年６月 30 日には、改定された「日本再興戦略」（閣議決定）において

「地酒」を、海外に力強く発信すべき観光コンテンツの一つとして掲げ、ビジット・ジ

ャパン、クールジャパン施策等を一体として発信していくこととされた。 

このように各省庁横断的な取り組みとして、「日本酒」の輸出拡大にとどまらず、地

域に根差した食文化であり、観光資源である「地酒」をコンテンツに据えた各種取り組

みが展開されている。  

 その一環として観光庁は、2016 年税制改正大綱の決定を受けて、消費税免税店の許

可を受けた酒類製造場（酒蔵）が訪日外国人旅行者に日本産酒類を販売する際に酒税

を免除する制度を創設、2017 年 10 月１日に開始された。これにより、訪日外国人旅

行者による地方の酒蔵を巡る観光「酒蔵ツーリズム®1」を促進し、日本酒、焼酎、ワイ

                                                   
1「酒蔵ツーリズム」は佐賀県鹿島市の登録商標である。 
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ンなど日本産酒類の訪問先での購入、消費を拡大するとともに日本産酒類についての

認知度を向上させ、近年増加傾向にある輸出の促進にもつなげる狙いがある。  

 このように、「地酒」を海外に広く発信していこうとする方針は、国を挙げての指針

としても明示されており、魅力的な観光コースや体験内容が整備されつつある。一方

で、海外に居住していて日本酒に接することの少ない外国人に対し、どのように「地

酒」の魅力をアピールしていくかが課題となっている。  
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第２章 韓国人と日本酒 

第１節 韓国人の酒の趣向 

１ 韓国人にとっての酒 

 日本同様、韓国においても酒は生活に根差した飲料であるが、その位置づけには異

なる点も多い。 

韓国人は、社会関係の中でも家族のような連帯感を通じて、「ウリ（我ら）」という意

識を形成する、いわゆる集団主義を基礎としている。また、古くから国民に叩き込まれ

た軍事文化も韓国人の飲酒文化に大きく影響を及ぼしているという。 

韓国にとって、「お酒を飲む」ことは、単に「アルコールを胃に入れる」ということ

ではなく、コミュニケーションや人付き合いの手段といった社会的意味が込められて

いる。それが、手酌を美しくないと認識し、一つの杯を回して酒を勧める「酬酌」文化

を形成する土台になったと言われている。  

まだ仲が深まっていない人同士でお酒を勧め合うことが、親しみや関心の表現とな

り、逆に杯を受けられないことは疎外を意味する。杯を交わすことで、構成員全体が一

つになることが確認され、その組織の構成員として認められることになるのである。

つまり、韓国の飲みの席は、酒そのものを楽しむ場というより、社会的連帯意識が形

成・強化される場としての意味合いが強い。 

韓国の飲酒文化の特徴ともいえる「爆弾酒」も、そのような背景から定着したもので

ある。「爆弾酒」とは、ウイスキーや焼酎などの蒸留酒をビールやワインなどの醸造酒

で割って作ったものを指すが、中でも韓国焼酎（ソジュ）をビール（メクチュ）で割る

「ソメク」が最も一般的である。手順としては、参加者全員のグラスを席順通りに「ソ

メク」を作る一人の席に集め、それぞれのグラスの持ち主に返す。全員にグラスが行き

渡ったら全員で乾杯をして一気に飲み干す。「ソメク」を作る人を順番に変え、それを

何度も繰り返し、互いに酔わせ合う。  

これは、男らしさを誇示する一つの手段として、元々は軍隊で行われていた飲み会

文化が一般社会にも広がって定着したものとされているが、心理的には、お互いを酔

わせ合うという逸脱行為を一緒にしているという共犯意識によって互いの連帯感を確

かめ合っているという訳だ。 

 しかし最近では、お酒による「関係」の構築より、「個性」を追求する時代へと変化

してきているという。韓国のビッグデータ分析組織であるデジタルコマンドセンター

が 2015 年１月１日から 2016 年 12 月 31 日のソーシャルデータ約９億件を分析した

ところ、集団ではなく、一人でお酒を楽しむためのキーワード検索が、１年間で 17 倍

にも増えたという結果が出ている。一人世帯が増えて、一人で軽い飲酒を楽しむ文化

が広がったために過度な飲酒は減少し、韓国人の酒類消費量は急減しているという。  

経済協力開発機構（OECD）によれば、韓国の「15 歳以上人口の一人当たりの年間

アルコール消費量」は、1980 年には 14.8 リットルで 34 加盟国中８位につけていたが、

2013 年には 8.9 リットルで 22 位にまで下がっている。  

 酒類会社も不振に喘いでおり、二次会の代表酒であったウイスキー販売量も、2008
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年には 284 万箱であったのが、2016 年には 167 万箱まで激減し、８年連続のマイナス

を記録した。韓国国税庁によれば、全国一般酒店事業者は 2016 年１月から 2017 年１

月の一年間で、約 3,600 店舗も廃業を余儀なくされ、一日に平均すると約 10 店舗のペ

ースで廃業したことになるという。 

 また、2016 年９月 28 日に施行された請託禁止法2も、韓国社会特有の接待文化に大

きな影響を及ぼしており、半強制的な酒席は徐々に姿を消している。  

 

２ 韓国人が好む酒 

 1966 年には、マッコリの出庫量が全酒類の 73.69％を占め（焼酎は 13.97％、ビー

ルは 5.92％）、1972 年には、マッコリの出庫量は 81.35％と占有率最高値を記録した。

しかし、1980 年代からはビールが台頭し始め、1988 年には 29.92％にまで低下。その

年 39.67％を記録したビールに一位の座を明け渡した。以降、マッコリの人気は急激に

落ち、1980 年にはビール 48.99％、焼酎 26.28％、マッコリ 21.05％と三位を記録。

2002 年に 4.3％まで低下して以降一桁の占有率で推移してきたが、2009 年、発酵食品

への関心の高まりにより二桁に回復、2015年には 11.07％まで回復した。ビールは 1990

年から 2000 年にかけて人気を集め、占有率一位となって以降、57～63％を維持。韓国

焼酎は 1990 年代以降 24～34％を維持し、特に韓国通貨危機3の影響を受けた 1999 年

には 34.04％と占有率最高値を記録し、庶民の酒として親しまれている。 

韓国農林畜産食品部及び韓国農水産食品流通公社（aT）4のまとめによる加工商品細

分市場現状調査（酒類）によれば表 15 のとおり、2015 年を基準とした韓国人が好む

酒類は下表のとおりとなっており、焼酎が 35.6％、ビールが 48.8％と、２つ合わせて

84.4％を占め、日本酒はわずか 1.4％（男性 0.8％ 女性 2.0％）という結果になってい

る。 

 

 

 

 

 

 

                                                   
2 正式名称は「不正請託及び金品等の収受禁止に関する法律」（通称「キムヨンラン

法」）。公職者、公務員、政府関連機関・公共機関の職員、私立・国公立など全学校の教職

員、大学病院の医師・看護士、マスコミ関係者を対象として接待や金品の収受を制限する

もの。 
3 起亜自動車など財閥系企業の破綻が相次ぎ、金融機関が不良債権を抱えるなど経済が大

きく悪化する中、1997 年にタイで発生した通貨危機の影響を受けて、大手銀行が外貨決

済不能に陥り、韓国ウォンが急落。国際通貨基金（IMF）の介入により収束にむかった。  
4 1967 年、農工間の格差緩和の為に「農漁村開発公社」として発足。1986 年に「農水産

物流通公社」として拡大改編後、卸売市場育成、流通教育および情報等、流通助成事業を

強化、輸出振興事業と農水産食品消費促進事業など事業領域を拡張し、農漁民の所得拡大

と経済発展に貢献。2012 年、「韓国農水産食品流通公社」に社名を変更し、グローバル農

水産食品産業育成専門公企業として農水産食品産業支援機能を大幅に強化した。 
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【表 15】韓国人が好む酒類（2015 年基準） 

（単位：％） 

区分  
全体  

（n=500）  

性別区分  年齢区分  

男性  

(n=250) 

女性  

(n=250) 

20 代  

(n=140) 

30 代  

(n=140) 

40 代  

(n=140) 

50 代  

(n=80) 

焼酎  35.6 46.4 24.8 25.7 32.1 38.6 53.8 

ビール  48.8 44.8 52.8 55.7 56.4 50.0 21.3 

日本酒  1.4 0.8 2.0 1.4 1.4 1.4 1.3 

マッコリ・ドンドン酒5 3.0 1.2 4.8 2.1 2.1 4.3 3.8 

マッコリ以外の伝統酒6 1.2 1.2 1.2 1.4 0.7 0.7 2.5 

洋酒  1.6 2.8 0.4 1.4 1.4 2.1 1.3 

ワイン  4.0 1.2 6.8 2.9 4.3 2.9 7.5 

果実酒  3.8 0.8 6.8 9.3 0.7 0.0 6.3 

その他  0.6 0.8 0.4 0.0 0.7 0.0 2.5 

合計  100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

出典：農林畜産食品部、韓国農水産食品流通公社（aT）『2015 加工食品細分市場現状調査（酒類）』  

 

また、食品医薬品安全処7酒類安全管理企画団8のまとめによる 2016 年上半期酒類消

費・摂取実態調査結果及び 2016 大韓民国飲酒報告書によれば、果汁などの入ったフル

ーツ焼酎9や味のバリエーションが豊富な輸入ビールの人気が高まっており、この面か

らも、お酒を「適度に楽しく飲む」スタイルへの変化が見て取れる。  

  

第２節 韓国人の日本酒に関する意識 

 クレアソウル事務所では、2016 年３月８日から 2016 年３月 11 日にかけて、ソウル

特別市（56.1％）、仁川広域市（9.9％）、京畿道（34.0％）に住む満 20 歳以上の男女

（日本酒認知者）800 名（20～40 代の各世代男女 100 名ずつ、50 代以上の男女 100

名ずつ）に対し、日本酒に関する意識調査（オンライン調査）を実施している。 

それによれば、表 16 及び表 17 のとおり韓国人日本酒認知者中の日本酒の飲酒経験率は 

82.0％と高いが、主として日本酒を飲んでいる割合は 0.4％、飲酒頻度も「６ヶ月に１

                                                   
5 マッコリが主にもち米、うるち米、麦、小麦粉などを蒸した後、乾燥させ、麹と水を混

ぜて一定の温度で発酵させたものを、濾して絞ったものであるのに対し、濾さずにそのま

ま米粒が浮いている状態ものをいう。  
6 伝統酒とは朝鮮半島で伝統的に作られてきた酒類であり、韓国の酒の分類の１つ。製造

方法や醸造する原料、ろ過方法により区別され、代表的なものには濁酒（マッコリ等）、

薬酒、清酒、蒸留酒、果実酒といった種類がある。この調査では、濁酒、薬酒、清酒の３

種を伝統酒と定義しており、韓国産の清酒はここに含まれる。  
7 安全な食品及び医薬品体系の構築・運営を通じて、関連産業の競争力向上を図るために

設立された、韓国の国家行政機関。 
8 2017 年２月 28 日に酒類安全政策課として名称を変更。  
9 アルコール度数 13～14 度のリキュール。  
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回未満」が最も高く、日本酒飲酒経験者においても、日常的にはビールや韓国焼酎等を

飲む人が圧倒的多数であり、日本酒が韓国国内に日常的に親しむ酒類として浸透して

いるとは言えない状況であることがわかる。また、表 18 及び表 19 のとおり日本酒は

主に「飲食店（90.4％）」で消費されており、自宅で飲むために購入する場合は「大型

マート（72.3％）」での購入が最も多い結果となっている。  

 

【表 16】 

 

 

【表 17】 
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【表 18】 

 

【表 19】 

 

 

日本酒に対する意識については表 20 のとおり、日本酒飲酒経験者の約半数以上が日

本酒の種類(大吟醸、吟醸等)や個別ブランドについての知識を問う設問について「日本

酒という名前以外ほとんど知らない」と回答、日本酒の産地に関する設問への回答を

見ても表 21 のとおり「思い浮かばない」という回答が多数を占め、これらが十分に認

知されているとは言い難い状況であることがわかった。 
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【表 20】 

 

 

【表 21】 

 

 

日本酒に関するイメージとしては表 22 から表 24 のとおり、「のど越しがよい」、

「香りがよい」といった肯定的な意見が多い一方、「値段が手頃である」、「若者に似

合う」といった項目には否定的である。 

 

 

 

 

 

 

 



18 

【表 22】 

 

 

【表 23】 

 

 

【表 24】 
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 日本酒の飲酒意向については表 25 のとおり、全体の 82.0％は今後も日本酒を飲む

意向があると回答し、全ての年代、性別において高い数値を示している。しかし一方

で、今後は飲みたくないとした理由については、「高いから」が 22.9％、「買い求めに

くいから」が 12.5％、「信頼性がないから」が 10.4％という結果が出ている。  

 

【表 25】 
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第３章 日本酒の消費拡大を阻む要因 

第１節 輸入・販売規制 

 日本から韓国へ輸入される日本酒の流通経路は、生産者から輸出業者へ、更に輸入

業者を通して越境し、韓国国内の卸売業者へ、更に小売業者や飲食店、百貨店やスーパ

ーマーケット等へと流通し、最終的に消費者へ渡るのが一般的となっており、経路自

体は単純と言えるが、韓国内での酒類の流通には様々な規制が存在し、コスト増の要

因になっている。 

 まず、韓国で酒類を輸入するためには、酒類輸入業免許が必要であり、さらに卸売、

小売を行うためには、それぞれ酒類卸売免許、酒類小売免許が必要となることが酒税

法第８条及び酒税法施行令第９条に規定されている。そして酒類販売業の種類が、総

合酒類卸売業者10、特定の酒類卸売業者11、酒精12卸売業者、酒類輸出入業者、酒類仲

介業者13、酒類小売業者、酒精小売業者の７つに細分化されており、その種類別に売り

場ごとに、大統領令で定める施設基準その他の要件を備えて管轄税務署長の免許を受

けなければならず、下記に言う「専業」が義務付けられている。コスト削減のために

は、中間業者をできるだけ介さず、直接取引を行うのが一般的かつ有効であるが、この

ような重層的な流通構造がそれを困難にしている。  

専業とは、「同一の社名で同じ所在地（売り場や倉庫）での酒類に関する他の業を禁

じている」という意味であり、社名を変えて所在地もそれぞれに構えることにより、同

一の企業が各業務を兼業することも実質的には可能であり、そのような形で輸入業、

卸売業、小売業までを実質一社で行っている企業も存在はするが、非常に稀なケース

であり、各業務を専業で行うのが一般的である。その理由としては、現行制度上でも自

社が行っている業務について仕入れ値以上に高く売って利益を確保できれば問題なく、

社名や所在地を別途設けて各業務を兼ねてまで中間業者を排除する必要性を感じてい

ないためと考えられる。 

 また、輸入に際して輸入業者は通常、日本国内における輸出業者や仲介業者を通さ

ずに蔵元と直接取引することを望む。輸出業者や仲介業者を通せばその分マージンが

発生してしまうためである。そして蔵元と直接取引をする場合、独占契約のような契

約形態が一般的であり、契約が成立すれば、他の輸入業者は当該商品を取り扱うこと

はできなくなる。これは、輸入業者側の都合ではなく、輸入業者が蔵元に何度も足を運

ぶなどし、互いの信頼関係の中で契約まで漕ぎつけるため、一度契約が成立してしま

えば、蔵元の思いにより他の輸入業者を受け付けないのが通例であるためだ。また、複

数の輸入業者と取引をすると、蔵元が売値を統一しても、輸入業者から先の販路が異

                                                   
10 酒類の製造業者又は外国産酒類を直接輸入した者から酒類（醸造用アルコールを除

く）を購入して卸売する者。  
11 発酵アルコール飲料の濁酒、薬酒と清酒、伝統酒、小規模酒類の製造業者が製造した

ビールのいずれかを酒類の製造業者から購入して卸売する者。  
12 でんぷんが含まれた材料又は糖分が含まれた材料を発酵させてアルコール分 85 度以上

に蒸留したもの。あるいは、アルコール分が含まれた材料をアルコール分 85 度以上に蒸

留したものを取り扱う者。  
13 酒類の輸出入を仲介したり、国内で酒類のマーケティングを仲介する者。  
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なり、それぞれのルートによって中間マージンなども当然変わってくるため、消費者

の手に渡る際の値段に差が生じてしまうことを避ける意味合いもあるというが、これ

により販路が限定されることとなってしまう。 

 さらに、酒類の取扱いに関する規制も多く存在する。まず、酒類の配送に関する規制

である。酒税法施行令第 46 条の２により、輸入業者または卸売業者からの配送には国

税庁長より「酒類運搬許可」を受けた車両による配送が義務づけられているが、この酒

類運搬許可の要件を満たす車両は４車種程度に限られており、更に同許可を受けた車

両は酒類以外のものを積載することが禁じられている。酒類を宅配便や郵便によって

配送することも禁止されており、そのため、小売店等へは卸売業者による直接配送が

一般的となっている。  

 次に、酒税法第 40 条及び酒税法施行令第 45 条・47 条並びに関係行政命令により、

伝統酒以外の酒類を通信販売（インターネット販売を含む）することが禁じられてい

る。国税庁長の酒税保全命令に基づき、酒類製造者だけが、国税庁告示で定める伝統酒

に限って通信販売することが許可されており、その他の酒類は、脱税や未成年者保護

の観点から禁じられているのだ。伝統酒については、その保護のために例外的に認め

られているという訳である。なお、宅配料理のセットとしての提供やマートにて対面

で購入した酒類を家まで配達することは許容されている。  

これらの規制により、支社を各地に構えるなどしない限り、販売エリアが限定され

てしまい、販路拡大が難しく、ひいては値段が高止まりする原因となっていると考え

られる。 

 

第２節 関税 

韓国に輸入する酒類は、通関の際、関税に伴い国産の酒類と同じ酒税を支払う必要

がある。酒税法第４条は、酒類を、酒精、発酵酒類（濁酒、薬酒、清酒、ビール、果実

酒）、蒸留酒類（焼酎、ウイスキー、ブランデー、一般蒸留酒、リキュール）、その他の

酒類に分類している。この中で、日本酒は清酒に当たるのだが、酒税法第 22 条の税率

を見てみると、清酒の税率は 30％となっており、清酒に係る輸入関税、その他諸税に

ついては表 26 のとおりとなる。  

 

【表 26】 

① 関税 CIF 価格14の 15％ 

※基本税率は 30％だが、「特定国家との関税協定による国際協力関税の適用

に関する規定」により、15％の税率が適用される。  

② 酒税 [CIF 価格＋関税額]の 30％ 

③ 教育税 酒税額の 10％ 

④ 付加価値税 [CIF 価格＋①関税＋②酒税＋③教育税]の 10％ 

出典：日本貿易機構（JETRO）  

                                                   
14 CIF（Cost, Insurance and Freight）とは、貿易取引に用いられる取引条件の一つ

で、運賃・保険料込条件を指し、CIF 価格とはその価格を指す。  
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輸入に際しては更に、検疫費用や通関手数料がかかるほか、輸入業者から卸売業者

へ、卸売業者から小売店や大型マート、飲食店、百貨店を通して一般消費者の手に渡る

までには、段階ごとにマージンや付加価値税が加わり、最終的に韓国での販売価格は

日本での販売価格の３～４倍にもなってしまうのである。  

 スーパーマーケットや飲食店が直接輸入し、店舗に卸すことができるようになれば、

マージンなどのコストを削減できるものと思われるが、2012 年２月の酒税法施行令改

正により、酒類輸入業と、純粋に酒類のみを販売する酒類小売業の兼業は認められた

ものの、スーパーマーケットや飲食店は除外されており、抜本的な緩和には至ってい

ない。 

 第２章第２節でも述べたように、韓国人が自宅で飲むための日本酒を購入する場合

の最優先事項は、「味」や「飲みやすさ」に次いで、３番目に「価格」が重視されてお

り、優先事項を１位から３位まで尋ねた場合には、「味」に次いで２番目に「価格」が

重視されているという結果が出ている。実際、韓国において量的に最も売れているの

が、安価な紙パック酒であり、そのシェアは 50％を超えるとも言われている。このこ

とからも、あまり高価な日本酒は一般消費者の手に届きにくい、ひいては高品質・高付

加価値の酒に接する機会が少ないということがわかり、それにより、日本酒の消費拡

大を阻む悪循環が生じているものと思われる。  

 

第３節 東日本大震災に伴う福島第一原子力発電所事故の影響 

 韓国では、2011 年３月に発生した東日本大震災に伴う福島第一原子力発電所事故を

受け、日本から輸出される食品等（酒類を含む）について、国税局が発行する証明書の

添付を義務付けている。  

それにより、2011 年３月 11 日以降に製造（加工）がされたもので、福島県及びその

周辺 13 県（宮城県、山形県、茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、新潟県、長野県、千

葉県、東京都、神奈川県、静岡県）において製造（産出）されたものである場合には、

当該食品等が韓国政府の定める上限値15を超える放射性ヨウ素 131 並びに放射性セシ

ウム 134 及び 137 を含んでいないことを証明するため、放射能分析資料明細書の提出

を義務付けている。  

 分析機関である独立行政法人酒類総合研究所は広島県に所在しており、同機関によ

る分析資料明細書をもって、製造場等の所在地を所管する国税局酒税課に提出するこ

ととなる。その後、韓国内でも精密検査及び通常検査を実施するため、輸入会社の手に

渡るまでには早くても１か月はかかるという。オーダー後１週間で手に入っていた震

災前との差は大きく、手間も比較にならないほど増加している。また、検査費用に関し

ても、日本国内の検査に関しては蔵元が、韓国内の検査に関しては輸入業者が負担す

るといったように、双方に負担がかかっている状況である。  

同様の規制を敷いていた EU やマレーシア、タイ王国、仏領ポリネシア等が当該規

制を緩和する中、韓国では依然として厳しい規制が続いている。 

                                                   
15 放射性ヨウ素 131：300 ㏃/㎏、放射性セシウム 134 及び 137 の合計：100 ㏃/㎏ 
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 なお韓国は、福島第一原子力発電所事故後、青森、岩手、宮城、福島、茨城、栃木、

群馬、千葉の８県からの水産物の輸入を一部禁止。2013 年９月には８県全ての水産物

の輸入を禁止したため、日本政府が「韓国の措置は過剰で、不当な差別に当たる」とし

て、2015 年５月に世界貿易機関（WTO）に提訴した。2018 年 2 月 22 日に WTO は日

本政府の提訴に基づく訴訟結果を公表し、韓国政府の当初の措置は妥当とはいえ、い

まだに輸入禁止を維持していることは WTO 協定に違反するとの判断を下したが、こ

れに対し韓国政府には上訴の動きもあり、解決には時間を要する可能性が高い。  

 2016 年３月 26 日に開催が予定されていた日本酒イベント（ソウル酒フェスティバ

ル162016）の前日には、市民放射能監視センターや環境運動連合など 11 の市民団体が

イベントの中止を求めて抗議を行うという騒ぎがあったことからも、韓国人が放射能

の問題についていかに敏感であるかが垣間見え、このことも少なからず、消費拡大を

伸び悩ませている一因となっているといえよう。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
16 韓国地酒輸入業協会中央会主催により 2016 年から実施されている日本酒イベント。２

回目となる 2017 年のイベントには 69 の蔵元が約 300 種類に上る酒を出品した。韓国で

行われる日本酒のイベントとしては最大規模。 
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第４章 地酒を観光コンテンツとした外国人観光客誘致施策と評価 

第１節 日本の施策 

１ 政府の取り組み 

（１）酒蔵ツーリズム®の推進 

 第１章第３節において前述のとおり、2013 年１月 11 日に閣議決定された「日本経

済再生に向けた緊急経済対策」において、地域活性化策の一つとして、「日本産酒類の

総合的な輸出環境整備」が提示された。「酒」をテーマに地域の観光資源となる取り組

みを促進し、地域の活性化に結びつけてゆくことが求められる中、観光庁の呼びかけ

により酒造関係業界、関連業界、地方自治体、国からなる「酒蔵ツーリズム®推進業議

会」が新たに発足し、2013 年３月 26 日に第一回協議会が開催された。  

酒蔵及び酒類を観光資源とした先進的な取り組みの情報収集、発信、関係者の連携

強化及び地域における取り組みの促進を図る目的で、自治体等の取組事例や、協議会

出席者からの事例発表、意見交換が行われた。  

その後、2013 年 12 月８日には京都府が幹事となって第二回協議会が、2015 年３月

４日には茨城県が幹事となって第三回協議会が、2016 年３月 14 日には新潟県が幹事

となって第四回協議会が開催された。2016 年度からは、「テーマ別観光による地方誘

客事業」を活用し、酒蔵ツーリズム®推進協議会の取り組みを支援している。  

その結果、2016 年度末までに協議会会員 100 団体、70 酒蔵以上が参画し、モニタ

ーツアーの実施により、旅行商品化に向けての情報発信と今後の課題の抽出を行うと

ともに、共同プロモーション WEB サイト・動画制作により、効率的な情報発信を実施

してきた。 

2017 年度には、国内外富裕層の誘客及び地域内消費を図ることができる「酒蔵ツー

リズム成功エリア」を作ることを目標に、2016 年度に引き続きモニターツアーを実施

し、国内外富裕層向けの潜在力のある候補地を選定すること、広報活動と実施体制等

の協議会会員間での共有化、さらには WEB サイトの更新及び多言語化による情報発

信の強化により、インバウンド対応に取り組むことが掲げられている。2017 年６月の

「全国日本酒フェア」及び９月の「ツーリズム EXPO ジャパン」に出展したほか、同

９月にはクルーズ船「飛鳥Ⅱ」のオプショナルツアーとして、日本酒アドバイザーが同

行する酒蔵見学を実施。また 11 月には、通訳案内士を対象とした日本酒セミナーを実

施した。 

 

（２）酒税免税制度の活用推進 

 第１章第３節において前述のとおり、観光庁・財務省は、2016 年 12 月８日の税制

改正大綱の閣議決定を受けて、消費税免税店の許可を受けた酒蔵が訪日外国人旅行者

に日本産酒類を販売する際に酒税を免除する制度を創設し、2017 年 10 月１日に開始

した。好調な訪日動向や、2014 年度の消費税免税制度拡充により、免税の対象品目に

消耗品が加わったことから、化粧品、酒等の消耗品の消費額も大幅に増加したことを

受け、地方における酒蔵ツーリズムを振興し、日本産酒類の消費拡大、もって海外での
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日本産酒類の認知度向上を通じた輸出促進を図る狙いがある。  

具体的には、訪日外国人旅行者が、輸出物品販売場17の許可を受けた酒蔵に足を運び、

そこで日本産酒類を購入した場合に、消費税免税に加えて酒税も免税とする制度であ

り、図１のようなイメージとなる。  

 

【図１】 

 

出典：観光庁「【平成 29 年度（2017 年度）税制改正】訪日外国人旅行者向け酒税の免税制度の創設」  

 

そのため観光庁は、2017 年 10 月に「消費税免税ショッピングガイドブック」を改

訂し、酒税免税となる酒蔵について追記。改訂後は各地の観光案内所で配布するとと

もに、JNTO のホームページにも掲載している。 

 

２ 広域連携の取り組み 

（１）「東北酒蔵街道」プロジェクト 

 酒蔵ツーリズム®における周遊観光を促進する代表的な広域の取り組みとしては、

2015 年 10 月、東北・夢の桜街道推進協議会が始動させた「東北酒蔵街道」プロジェ

クトが代表的である。東北６県（青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県）

各地の酒蔵を新酒シーズンに紹介し、紅葉・温泉を満喫しながらめぐる観光プロジェ

クトであり、食文化と密接な関係がある日本酒をキーコンテンツに観光復興を加速さ

せている。2016 年 11 月には、東北・夢の桜街道推進協議会及び経済産業省東北経済

産業局が、東北の震災復興の姿と日本の魅力ある文化を発信するために開催される「東

京新虎まつり18」とタイアップし、「東北酒蔵街道  美酒探究団」として同プロジェクト

に参画している有識者によるトークイベントを開催。それにより、日本酒・酒蔵を切り

口とした東北の地域資源の魅力を発信した。  

 

                                                   
17 非居住者に対して一定の物品を所定の手続きで販売する場合に、消費税が免除される

販売場（消費税法第８条）。  
18 国際新都心としての街づくりが加速する新橋・虎ノ門エリア。その新橋と虎ノ門を結

ぶ目抜き通り（新虎通り）で開催された大規模イベント。「東北×東京」と「伝統×革

新」をテーマに、東北六市の祭りを披露する「東北六魂祭パレード」、東京の伝統芸能と

東北の祭り装飾の披露・展示や東京と東北の観光情報や食文化を紹介する「東北×東京フ

ェスタ」、日本のゲーム・アニメ・音楽などの最前線に関するトークセッションなどを通

して、東日本大震災から立ち上がった東北の姿と日本の魅力ある文化を発信した。 
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（２）「昇龍道日本銘酒街道」プロジェクト 

能登半島を龍の頭に見立てた中部北陸９県（富山県、石川県、福井県、長野県、岐阜

県、静岡県、愛知県、三重県、滋賀県）のインバウンド観光ルート「昇龍道」に軒を連

ねる 133 の酒蔵の知名度の向上と観光資源としての酒蔵ツーリズム®の推進を行う「昇

龍道日本銘酒街道」プロジェクトも代表的である。これには訪日外国人を含む観光客

の増加を図り、併せて日本酒への親しみ・理解を深めることを通じて、販売の増加及び

輸出の促進を図る狙いがある。ホームページには、それぞれの地域紹介メッセージ、日

本酒の魅力について、133 の酒蔵一覧、テーマ別の４つの周遊モデルコースが掲載さ

れている。 

 

３ 酒蔵の取り組み（白鶴酒造（株）の先進事例） 

 国や地域だけではなく、酒蔵独自の努力も見逃せない。兵庫県の灘五郷（なだごご

う）は、西郷、御影郷、魚崎郷、西宮郷、今津郷の５つの地域からなる日本を代表する

酒どころである。中でも、御影郷に位置する白鶴酒造株式会社では、訪日外国人誘客の

ため、早くから先進的な取り組みを行っている。  

 1982 年にオープンした白鶴資料館では、2010 年以前に、英語による館内展示表示

のほか、英語版、韓国語版、中国語（繁体字）版パンフレットの設置、さらに資料館内

のビデオ上映も同３言語への多言語化を完了。2010 年には、資料館ホームページも同

３言語に多言語化し、2014 年に訪日外国人向けに「消費税免税制度」が始まると同時

に資料館売店にて対応を開始。同年、中国語対応のスタッフを配置すると、口コミによ

り団体客が急増した。2015 年には、神戸市と共同で Wi-Fi アクセスポイントを設置す

るとともに、海外向けフェイスブックページを開設。2016 年にはタイ語版及びベトナ

ム語版のパンフレットを追加制作するとともに、公式インスタグラムを開設した。 

その他、人型ロボット「ペッパー」による日本語、英語、中国語での館内案内や商品

紹介を実施するとともに、QR コードによるモバイルデバイスを使用した 15 か国語19

対応の館内サービスも開始し、中国以外のアジアからの観光客増加に対応。中国語圏

向けにもウィーチャット（微信）20配信も開始した。2017 年 10 月には、「酒税免税制

度」が導入されたことを受け、期を置かず資料館売店にて免税手続きを開始している。 

 白鶴資料館は入館料無料ということもあり、どの国から何人が来訪したかを仔細に

把握することは困難であるが、団体客予約ベースでは 2014年度以降の来館者数は 2011

年度までと比較し、約２倍の数を記録したという。  

 その他、自治体主催のファムトリップや、独立行政法人国際協力機構（以下、「JICA」

                                                   
19 白鶴資料館に来館する外国人の上位から、日本語、英語、中国語簡体字、中国語繁体

字、韓国語、ドイツ語、スペイン語、ベトナム語、タイ語、アラビア語、インドネシア

語、マレー語、タガログ語、ヘブライ語、ルーマニア語となっている（2018 年 1 月現

在）が、利用件数に応じて適宜変更可能。 
20 Tencent（騰訊）が 2011 年にリリースした、文字や音声、写真や動画、グループチャ

ットなどでコミュニケーション通知など基本機能が出来る無料メッセージアプリで、

Weibo などと並び中国最大規模の人気 SNS の 1 つ。 
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という。）主催ベトナム経営塾の受け入れ、三井住友ボランティアネットワーク主催に

よる神戸大学留学生を対象とした酒蔵見学案内、JICA 関西研修生を対象とした酒蔵案

内ツアーの実施、神戸元町インバウンド協議会との共催によるナイトミュージアムツ

アーの実施、日本旅行主催のフォード中国報奨旅行での日本酒きき酒イベント開催等、

自治体や他団体とも連携し、外国人誘客に資する積極的な取り組みを行っている。  

 2018 年４月には、酒造資料館の改装及びプロジェクションマッピング21を用いたノ

ンバーバルな日本酒の紹介映像の放映を開始するほか、来館者数を伸ばすことと並行

して、日本酒への理解をより深めてもらうことを目的としたインバウンド対策勉強会

などのプログラムを検討しているという。  

 

４ 祭り 

日本全国各地において、日本酒を観光コンテンツとして国内外からの誘客を狙った

多彩な祭りが実施されているが、代表的な事例は表 27 のとおり。 

 

【表 27】 

地域  祭事名  開始年  
開催期間  

（2017 年）  

入込  

客数  

（万人）  

主催 /主管  

広島県  

東広島市  
酒まつり  1990 10/7～8 25 

（公社）東広島市観光

協会 /2017 酒まつり実

行委員会  

福岡県  

久留米市  
城島酒蔵びらき  1995 2/11～12 11 

城島酒蔵びらき実行委

員会  

新潟県  
新潟淡麗  

にいがた酒の陣  
2004 3/11～12 13 

新潟淡麗にいがた酒の

陣実行委員会  

出典：各祭事公式サイト等より整理  

 

この中でも、歴史も古く最も来場者数の多い、広島県東広島市の「酒まつり」は 10

月の３連休（体育の日の前の土曜日、日曜日）の開催を原則とし、2017 年に 28 回目

を迎えた。全国約 1000 銘柄の地酒の試飲ができる酒ひろば、名物「美酒鍋（びしゅな

べ）」が味わえる会場、アーティスト等によるステージパフォーマンスが行われる

KIZUNA 会場のほか、酒蔵通り周辺では各蔵元がコンサートなど趣向を凝らした酒蔵

イベントを催しており、例年、２日間で 25 万人もの来場者数を記録している。 

 

 

 

                                                   
21 プロジェクタを使用して空間や物体に映像を投影し、重ね合わせた映像にさまざまな

視覚効果を与える技術、およびパフォーマンスのこと。 
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第２節 韓国の施策 

１ 政府の取り組み 

（１）「訪ねる醸造所」事業  

 2013 年５月８日、大韓民国農林畜産食品部は、「訪ねる醸造所」事業の推進を発表し

た。「訪ねる醸造所」事業とは、全国にある伝統酒の醸造所を体験観光資源化し６次産

業化の拠点として育成、支援する事業である。この事業の目的は、韓国内農作物の需要

拡大と地域経済活性化を図るとともに、伝統酒の流通上の制約を克服し、販路拡大を

図ることとされている。  

「訪ねる醸造所」は、農村地域所在の醸造所を中心に自治体の推薦を受けた後、農業

との連携性、施設の歴史性、地域社会との連携性、お酒の品質などを評価して選定。選

定された醸造所には、環境改善、品質管理、体験プログラムの改善、広報など、総合的

なサポートを行っていくもの。 

 一醸造所当たりの事業費支援金額としては、１年目５千万ウォン、２年目２千４百

万ウォンとなっており、醸造所別の補助対象事業費の 80％が補助される（自己負担

20％）。「環境改善」項目については、総補助額の 80％（４千万ウォン）を上限に補助

される。 

具体的な支援項目は表 28 のとおり、事業の推進体系及び役割分担は表 29 のとおり

となる。 

 

【表 28】「訪ねる醸造所」事業の支援項目 

区分  支援項目  

条件造成  

環境改善  

・体験学習の場の整備  

・売り場及び内部整理・整頓等経常的経費の性格の範囲内

での環境改善  

体験プログラム  
・醸造所ごとに差別化できる体験運営プログラム開発及び

それにかかる機材（資本財除く）運営  

広報システムの構築  
・醸造所の特色に合った体系的な広報システム（ホームペ

ージ、ブログ、SNS、伝承広報など）の構築  

地域社会連携

観光商品化  

地域の祭りとの連携  ・地域の祭り、地域の特産物などと連携した広報  

観光商品化  
・地域の観光地、キャンプ場などと連携し、観光コース開発  

・韓国旅行ガイドブックなどを通じた広報  

出典：農林畜産食品部食品産業振興課『訪ねる醸造場事業推進計画（2014 年～2017 年）』  
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【表 29】「訪ねる醸造所」事業推進体系及び役割分担 

 

出典：農林畜産食品部食品産業振興課『訪ねる醸造場事業推進計画（2013 年）』  

 

2013 年６月 26 日に第一号が選定されて以降、毎年追加選定がなされ、2017 年５月

31 日現在、累計 30 か所が選定されている。  

 この事業の成果については、短期的支援事業であるため、現在すべての指定醸造所

の訪問者数及び売上高が網羅的に整理された資料はなく、農林畜産食品部で事業成果

の測定が可能な範囲（指定前年及び指定年等）に限って表 30 から表 33 のとおり公開

されている。 

 

【表 30】 

基準（合算）  指標  2012 年  2013 年  伸び率  

2013 年指定の２か所  
訪問者数（人）  43,800 45,940 4.9％↑  

売上高（百万ウォン）  1,286 1,394 8.4％↑  

出典：農林畜産食品部食品産業振興課『訪ねる醸造場事業細部推進計画（2014 年度）』より整理  

 

【表 31】 

基準（合算）  指標  2013 年  2014 年  伸び率  

2013 年指定の２か所、  

2014 年指定の８か所  

訪問者数（人）  151,972 260,478 71.4％↑  

売上高（百万ウォン）  6,972 8,603 23.4％↑  

出典：農林畜産食品部食品産業振興課『訪ねる醸造場事業細部推進計画（2015 年度）』より整理  

 

【表 32】 

基準（合算）  指標  2014 年  2015 年  伸び率  

2014 年指定の８か所、  

2015 年指定の８か所  

訪問者数（人）  238,324 279,496 17.3％↑  

売上高（百万ウォン）  19,122 20,490 7.2％↑  

出典：農林畜産食品部食品産業振興課『訪ねる醸造場事業細部推進計画（2016 年度）』  より整理  
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【表 33】 

基準（合算）  指標  2015 年  2016 年  伸び率  

2015 年指定の８か所、  

2016 年指定の６か所  

訪問者数（人）  60,363 81,837 35.6％↑  

売上高（百万ウォン）  42,536 44,666 5.0％↑  

出典：農林畜産食品部食品産業振興課『訪ねる醸造場事業細部推進計画（2017 年度）』  より整理  

 

 また、2017 年事業細部推進計画には、上記のほか、広報実績として、ファムツアー

11 回、記事 129 件、SNS 広報 536 回、広報映像 35 件という数値と、新規プログラム

の発掘実績として、海外企業のインセンティブ旅行22や外食専門雑誌との連携促進が挙

げられている。 

 さらには周辺キャンプ場と連携し、「訪ねる醸造所」において自分たちで実際に作っ

た酒を持参し楽しむキャンプ体験も実施している。  

 事業の評価について、農林畜産食品部は表 34 のとおりまとめている。概ね事業効果

について認知度の向上と観光客の誘致に寄与しているなどと前向きの評価をしながら

も、醸造所ごとの成果点検の必要性と併せて自治体のフォローアップ連携が不十分で

あるとの評価をしている。  

 

【表 34】  

分類  出典  内容  

推進成果  
毎年  

推進計画  

・体験プログラムの運営と広報の強化で認知度の向上と観光客の誘

致に寄与  

・訪問購入などを通じた実質的な売上高の相乗効果牽引  

課題  

2014 年度  

推進計画  

・支援企業がマッコリに限定されていて、伝統酒全体の波及効果が不

十分  

・事業成果の向上のために推進状況の中間点検システム構築が必要  

2015 年度  

推進計画  

・事業終了後、醸造所別の成果点検を通じた改善策を講じる必要あり  

・選定醸造所に対する自治体のフォローアップ連携が不十分  

2016 年度  

推進計画  

・事業終了後、醸造所別の成果報告会を通じた発展方策の構築とフィ

ードバックの必要性  

・選定醸造所に対する自治体のフォローアップ連携が不十分  

  

メディアにおいては、事業自体や、選定された醸造所を紹介する記事が掲載されて

おり、概ね好評23を得ている。  

 

（２）伝統酒ギャラリー 

 2015 年２月 11 日、農林畜産食品部及び文化体育観光部の協働により、ソウル市内

の仁寺洞に「伝統酒ギャラリー」がオープンした。伝統酒ギャラリーには、全国各地の

                                                   
22 企業が成績の優秀な社員や販売店・代理店などを対象に、報酬として与える旅行。報

奨旅行とも呼ばれる。  
23 ①連合ニュース、2016 年７月５日、  

「『訪ねる醸造所』に選定したところ、訪問・売上↑」、

http://www.yonhapnews.co.kr/bulletin/2016/07/05/0200000000AKR20160705059900

030.HTML 

 ②農業人新聞、2017 年６月２日、「『訪ねる醸造所』６か所新規選定」、  

 http://www.nongupin.co.kr/news/articleView.html?idxno=44873 

http://www.yonhapnews.co.kr/bulletin/2016/07/05/0200000000AKR20160705059900030.HTML
http://www.yonhapnews.co.kr/bulletin/2016/07/05/0200000000AKR20160705059900030.HTML
http://www.nongupin.co.kr/news/articleView.html?idxno=44873
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良質な伝統酒が伝統工芸品とともに展示されており、英語及び日本語での対応も可能

な伝統酒ソムリエら専門家による伝統酒講座が無料で聴講できるほか、３～４種類（月

替わり）の伝統酒の試飲もできる。気に入ったお酒があれば、専門家たちが、購入でき

る販売店や見学可能な醸造所も案内する。2016 年 12 月 22 日には、若年層の流動人口

及び外国人観光客も多い江南地区にオープンした韓国伝統食品文化館「Eeum24」の１

階に移転。規模を大幅に拡張し、これまでスペース不足のためできなかった様々な展

示及び大規模な行事ができるようになった。また、閉館時間も午後６時から午後８時

に延長し、会社勤めの人でも定期試飲イベントに参加できるよう配慮している。さら

に、韓国伝統食品文化館「Eeum」の２～３階にある食品名人体験広報館とも連携し、

韓国伝統食文化体験プログラムを毎週実施することで外国人に韓国の食文化や伝統酒

を PR するなど、益々進化を遂げている。  

 

（３）ウリスル25 トゥギャザーウィーク  

 2016 年 12 月、農林畜産食品部と韓国農水産食品流通公社（aT）は、「2016 大韓民

国ウリスルまつり」の開催前二週間を「ウリスル トゥギャザーウィーク」とし、対象

となる伝統酒専門居酒屋 20 店舗において、ハッピーアワーでのマッコリ１本無料提供

サービスや割引イベント、伝統酒カクテルショー、SNS 投稿イベントを実施した。 

 

２ その他の取り組み 

（１）マッコリ祭り 

伝統酒を観光コンテンツとして活用した施策としてマッコリ祭りが挙げられ、代表

的な事例をまとめると表 35 のとおりとなる。 

 

【表 35】 

地域  祭事名  開始年  
開催期間  

（2017 年）  

入込客数  

（万人）  
主催 /主管  

釜山  

広域市  

金井山城歴史文化

祭り  
1996 5/26～28 不明  金井区 /金井区祭り委員会  

京畿道  

高陽市  

大韓民国  

マッコリ祭り  
2003 10/14～15 18 

高陽市 /大韓民国マッコリ

祭り委員会  

慶尚北道  

礼泉郡  

三江酒幕26 

マッコリ祭り  
2010 5/26～28 ４  礼泉郡 /世界儒教文化財団  

京畿道  

加平郡  

チャラ島マッコリ

フェスティバル  
2015 9/1～3 ２  

農林畜産食品部、京畿道、

加平郡 /韓国マッコリ協会  

出典：各祭事関連サイト等により整理  

 

 

                                                   
24農林畜産食品部と韓国農水産食品流通公社（aT）の後援により造られた複合文化空間。 
25 直訳は「我らの酒」であり、伝統酒を指す。  
26 礼泉郡にある三江（三つの水路が出会う場所）の渡し場を往来した人々、船頭などに

飲食物や寝床を提供した旅籠屋。1900 年頃に作られた。民俗資料 134 号に指定されてい

る。 
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この中でも最も規模の大きい、京畿道高陽市の「大韓民国マッコリ祭り」は、韓国内

全国各地のマッコリを集めて、それぞれの特徴を明らかにし、韓国国民のみならず世

界にマッコリの良さをアピールすることを目的に開催されている。元来農村国家であ

る韓国の民族と苦楽を共にしてきた農酒と醸造所を蘇らせ、伝統酒の消費を拡大する

狙いもある。主なイベント内容は、伝統文化公演、招請歌手の公演、全国の銘酒無料試

飲、マッコリ品評会、マッコリ広報ブース、マッコリを世界に配信するための造酒（カ

クテル）ブース、子供たちのための伝統民俗遊びコーナー、のど自慢、マッコリ早飲み

大会などであり、２日間で約 18 万人が参加する一大イベントとなっている。  

 

（２） 忠清北道酒類観光ベルト（仮称） 

 韓国銀行27忠北本部の企画調査チームが 2016 年 10 月に発表した「忠北地域の酒類

産業の位相と地域経済の活性化方案」において、国内三大酒類メーカーが立地し、新規

酒類メーカーも進出を予定している忠清北道は、韓国の酒類生産拠点として益々の成

長が期待されているが、生産設備の自動化などにより、地域社会に及ぼす直接的な雇

用増大効果などはそれほど大きくないため、忠北地域の酒類産業の位相と特徴を鑑み

て、域内酒類産業の発展が地域経済の活性化に貢献できる方策を模索・提言している。  

同提言は酒類と地域の名物料理を組み合わせた酒タウンを造成し、定期的な酒類フ

ェスティバルを開催しようというものである。表 36 及び図２のとおり、「忠州・クラ

ウド28ビールタウン（仮称）」、「清州・スナリ29－C１（シーウォン）30焼酎タウン（仮

称）」及び「清州・チャミスル31－カス32ソメクタウン（仮称）」など、圏域別に酒類タ

ウンを造成し、同タウン内で地域の名物料理（忠州韓牛、清州サムギョプサル）を一緒

に楽しめるというものである。また、忠州の世界酒文化博物館から永洞のぶどう・ワイ

ン産業特区までを連結した「忠清北道酒類観光ベルト（仮称）」を構築する案もあわせ

て提唱されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
27 韓国の中央銀行。  
28 韓国ビールの銘柄の一つ。ロッテ酒類が製造・販売。  
29 韓国焼酎の銘柄、チョウムチョロンの柚子風味。ロッテ酒類が製造・販売。  
30 韓国焼酎の銘柄の一つ。2011 年に忠北焼酎が買収され、現在はロッテ酒類が製造・販

売。 
31 韓国焼酎の銘柄の一つ。ハイト眞露が製造・販売。  
32 韓国ビールの銘柄の一つ。OB ビールが製造・販売。  
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【表 36】忠清北道酒類観光ベルト（仮称）  

地域  酒類タウン  メーカー  酒類  観光資源  名物料理  

忠州  

世界酒文化博物館  弾琴湖  

韓牛  

キジ  

忠州・クラウド  

ビールタウン（仮称）  ロッテ酒類  ビール  

忠州湖  

水安堡（温泉）  

聞慶セジェ33 

清州  

清州・スナリ－C１  

焼酎タウン（仮称）  
ロッテ酒類  焼酎  椒井薬水34 

大清湖  

青南台35 

サムギョプ

サル  清州・チャミスル－カス  

ソメクタウン（仮称）  

HITE 眞露  焼酎  

OB ビール  ビール  

沃川  －  麹醇堂  
薬酒  

濁酒  
錦江（河）  ウェルビー

イング食品  
永洞  ぶどう・ワイン産業特区  ワインコリア  ワイン  ワイナリー  

出典：韓国銀行忠北本部企画調査チーム『忠北地域の酒類産業の位相と地域経済の活性化方案』  

 

【図２】 

 

出典：韓国銀行忠北本部企画調査チーム『忠北地域の酒類産業の位相と地域経済の活性化方案』  

                                                   
33 聞慶にある峠という意味で、朝鮮時代は嶺南地域 (現在の慶尚道)から漢陽（現在のソウ

ル）へ向かう際には必ず通過する重要な関所だった。聞慶セジェは現在慶尚北道の道立公

園となっており、関門を巡ることのできる散策路や古道であった歴史を伝える博物館など

がある。 
34 約 600 年前に発見された、世界３大鉱泉水の１つ。冷たい天然炭酸水が湧出する霊泉

で、ハングルの創製者・世宗大王が 60 日間ここに留まり、眼病を治療したと伝えられて

いる。 
35 1980 年に、当時の全斗煥（チョン・ドゥファン）大統領が周辺の環境の良さを気に入

り、大統領専用の別荘として建設。その後、歴代の大統領が使用してきたが、2003 年

に、当時の廬武鉉（ノ・ムヒョン）大統領によって一般に開放されるようになった。 
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第３節 日韓比較と課題 

以上のことから、日韓両国ともに国を挙げて国酒の振興に取り組んでいることがわか

る。韓国においては、伝統酒の保護や消費拡大に主眼を置き、その手段として国内外の

観光客誘致に取り組んでいるが、日本では日本産酒類の輸出促進もさることながらイ

ンバウンド増進を目的とし、そのための重要コンテンツとして日本産酒類を位置付け

ているという違いがあるように見受けられる。  

また日本の施策は、酒蔵ツーリズム®推進協議会を発足させ、酒造関係業界、関連業

界、地方自治体、国が一体となって、酒蔵及び酒類を観光資源とした取り組みを推進す

べく、各業界・団体を繋ぐネットワークを強化するといった、いわば側面支援の性格が

強い。取り組みの実施主体はあくまで各業界・団体としながら、随時先進事例等の情報

交換ができる環境を整え、各業界・団体の自主性に基づく相互の高め合いを目指して

いる。一方、韓国の「訪ねる醸造所」事業や「伝統酒ギャラリー」は、いずれも国主導

といった印象がある。  

そのためか、「訪ねる醸造所」事業については、対象は限定的ではあるが、毎年成果

の測定がされ、訪問者数及び売上高の伸び率も公表されているため、効果が把握しや

すい。逆に日本の施策実施による効果については、訪日外客数や日本酒の輸出金額・数

量が年々増加していることから一定の成果があったと見なすことはできるものの、訪

日外国人旅行者のうちどれだけの人が実際に地域の酒蔵を訪れて、どれだけ日本酒を

消費したかといった実質的な成果は判然としない。 

このような問題意識に立ってか、観光庁は、平成 29 年度に国税庁及び日本酒造組合

中央会と連携し、酒蔵を訪れる訪日外国人旅行者を対象とした消費動向調査の実施及

び訪日外国人旅行者受け入れに当たっての酒蔵側の課題等を抽出する調査を実施する

こととしており、この結果の公表が待たれるところである。まずは事業成果を明らか

にすることで課題を浮き彫りにし、次なる一手を講じていかなければならない。  

また、両国共通の取り組みとして挙げた「祭り」については、実施主体の努力により

年々ファンを増やして規模を拡大し続けており、地域に根付いた欠かせないイベント

となっている。しかし、両国共に内国人の誘客がメインとなっており、外国人の誘客を

直接の目的に含むものは多くない。今後、これらの祭りに外国人観光客を呼び込もう

とするのであれば、事前広報の工夫や、当日会場での多言語案内表示等、受け入れ体制

の整備が必要であろう。  
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おわりに 韓国人に対する効果的な「地酒」の PR 方策についての考察 

 日本酒の韓国での普及を妨げている最も大きな要因は、値段が高いことであるとい

えよう。第３章で述べたような規制が緩和されて、韓国でも安く買えるようになれば、

より手軽に飲んでもらえるようになり、日本酒の味を知ってもらえ、さらなる消費に

繋がっていく好循環につながっていくものと思われる。しかし、規制緩和に関しては

個々の自治体や事業者単位では如何ともしがたいのが現状である。ではどうすれば韓

国人に地酒の魅力を伝え、韓国での普及促進を図るとともに、さらには地域・蔵元ごと

に味の異なる地酒を求めて日本の地方に足を運んでもらえるのだろうか。 

 第２章において前述のとおり、近年韓国人の飲酒文化に変化が生じ、お酒を適度に

楽しむようになったことや、82.0％もの韓国人が今後も日本酒を飲む意向があると答

えたことから、日本酒のイメージアップ及び普及促進への価格以外の前提条件は整っ

てきていると考えられる。 

 現状では、手頃に楽しめるという理由で安価な紙パック酒がよく飲まれる傾向にあ

り、日本酒に関心がありながら高付加価値の日本酒へのアクセスができていない層が

一定数存在する。「味が良く、多様性のある」「地酒」に触れたことが無いために、日本

酒のブランドイメージそのものを損なっているとすれば、大変な損失であると考えら

れる。このような個人消費者向けには、第３章第３節で触れたソウル酒フェスティバ

ルのような地酒の飲み比べイベントにおいて、特にとりわけ今後の消費拡大が期待で

き、日本に多く訪れている女性をはじめとした 20 代～30 代の韓国人をターゲットと

して明確に意識しながら様々な高品質な日本酒との出会いの場を提供するのが非常に

効果的ではないだろうか。 

また、その折には①日本の地方の酒蔵に実際に足を運び、そこで地酒を購入すれば、

その土地ならではの美味しい日本酒が手頃な値段で手に入ること、②酒蔵ツーリズム

®の推進により、日本各地で特色ある誘客施策を実施しており、外国人が気軽に酒蔵巡

りを楽しむことができる体制が整えられていることを強くアピールしていくことが、

地方へのインバウンド増進に効果的と考える。  

また、第２章第２節で紹介したように、日本酒の飲酒場所として最も多いのが「飲食

店」であり、日本酒の購入場所として最も多いのが「大型マート」であることから、飲

食店の経営者や大型マートのバイヤーを同イベントに招待することも欠かせない。 

 ソウル酒フェスティバルや日韓交流おまつり in Seoul36をはじめ、韓国のイベント

で日本酒の試飲を実施する場合、放射能の問題に敏感な市民団体等への配慮から、原

則として既に韓国で流通している酒類しか提供することができないため、これから韓

国への輸出を考えている酒蔵においては、日本貿易機構（JETRO）が主催する輸出商

談会への参加はもちろんのこと、輸入業者等を招いた酒蔵ファムツアーなどを仕掛け

ることにより、日本国内において積極的に広報活動を進めていくことも有効な手段で

                                                   
36 2005 年、日韓国交正常化 40 周年「日韓友情年」を機に始まった、日韓最大の草の根

交流行事。両国の友好増進を目的として開催されており、毎年約６万人の来場者で賑わ

う。2014 年、2015 年、2016 年と日本酒の試飲を通して、日本酒の認知向上に貢献。  
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あると思われる。 

 放射能の問題に関しては、2017 年度現在クレアソウル事務所のホームページにも日

本の大気中の放射線量や食品の安全性について掲載しているほか、定期的にメルマガ

配信も行い、安全性を訴えているところであるが、引き続き、復興庁はじめ関係自治体

や関係機関が一体となって、科学的事実に基づく正確な情報発信を続けていくことが

重要である。 

 「地酒」を観光コンテンツとしたインバウンド増進にあたっては、広域連携による取

り組みが効果的と考えられる。第４章第１節で取り上げた「東北酒蔵街道」や「昇龍道

日本銘酒街道」のように、自治体の枠を超えて相互に周遊を促す取り組みは、外国人観

光客の周遊ニーズにも合致した好例であるが、さらに、第４章第２節で取り上げた韓

国の「酒類観光ベルト」構想を参考に、酒蔵だけでなく、周辺観光や名物料理により焦

点を当ててセットで PR することで、より魅力あるコンテンツとなるのではないだろ

うか。 
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http://www.mafra.go.kr/mafra/293/subview.do?enc=Zm5jdDF8QEB8JTJGYmJzJTJGbWFmcmElMkY2OCUyRjMxMjQ3NyUyRmFydGNsVmlldy5kbyUzRmJic0NsU2VxJTNEJTI2aXNWaWV3TWluZSUzRGZhbHNlJTI2cmdzRW5kZGVTdHIlM0QlMjZwYWdlJTNEMSUyNmJic09wZW5XcmRTZXElM0QlMjZyZ3NCZ25kZVN0ciUzRCUyNnNyY2hXcmQlM0QlRUMlQjAlQkUlRUMlOTUlODQlRUElQjAlODAlRUIlOEElOTQrJUVDJTk2JTkxJUVDJUExJUIwJUVDJTlFJUE1JTI2cGFzc3dvcmQlM0QlMjZzcmNoQ29sdW1uJTNEc2olMjZyb3clM0QxMCUyNg%3D%3D
http://www.mafra.go.kr/mafra/293/subview.do?enc=Zm5jdDF8QEB8JTJGYmJzJTJGbWFmcmElMkY2OCUyRjMxMjQ3NyUyRmFydGNsVmlldy5kbyUzRmJic0NsU2VxJTNEJTI2aXNWaWV3TWluZSUzRGZhbHNlJTI2cmdzRW5kZGVTdHIlM0QlMjZwYWdlJTNEMSUyNmJic09wZW5XcmRTZXElM0QlMjZyZ3NCZ25kZVN0ciUzRCUyNnNyY2hXcmQlM0QlRUMlQjAlQkUlRUMlOTUlODQlRUElQjAlODAlRUIlOEElOTQrJUVDJTk2JTkxJUVDJUExJUIwJUVDJTlFJUE1JTI2cGFzc3dvcmQlM0QlMjZzcmNoQ29sdW1uJTNEc2olMjZyb3clM0QxMCUyNg%3D%3D
http://www.mafra.go.kr/mafra/293/subview.do?enc=Zm5jdDF8QEB8JTJGYmJzJTJGbWFmcmElMkY2OCUyRjMxMjQ3NyUyRmFydGNsVmlldy5kbyUzRmJic0NsU2VxJTNEJTI2aXNWaWV3TWluZSUzRGZhbHNlJTI2cmdzRW5kZGVTdHIlM0QlMjZwYWdlJTNEMSUyNmJic09wZW5XcmRTZXElM0QlMjZyZ3NCZ25kZVN0ciUzRCUyNnNyY2hXcmQlM0QlRUMlQjAlQkUlRUMlOTUlODQlRUElQjAlODAlRUIlOEElOTQrJUVDJTk2JTkxJUVDJUExJUIwJUVDJTlFJUE1JTI2cGFzc3dvcmQlM0QlMjZzcmNoQ29sdW1uJTNEc2olMjZyb3clM0QxMCUyNg%3D%3D
http://www.mafra.go.kr/mafra/293/subview.do?enc=Zm5jdDF8QEB8JTJGYmJzJTJGbWFmcmElMkY2OCUyRjMxMjQ3NyUyRmFydGNsVmlldy5kbyUzRmJic0NsU2VxJTNEJTI2aXNWaWV3TWluZSUzRGZhbHNlJTI2cmdzRW5kZGVTdHIlM0QlMjZwYWdlJTNEMSUyNmJic09wZW5XcmRTZXElM0QlMjZyZ3NCZ25kZVN0ciUzRCUyNnNyY2hXcmQlM0QlRUMlQjAlQkUlRUMlOTUlODQlRUElQjAlODAlRUIlOEElOTQrJUVDJTk2JTkxJUVDJUExJUIwJUVDJTlFJUE1JTI2cGFzc3dvcmQlM0QlMjZzcmNoQ29sdW1uJTNEc2olMjZyb3clM0QxMCUyNg%3D%3D
http://www.mafra.go.kr/mafra/293/subview.do?enc=Zm5jdDF8QEB8JTJGYmJzJTJGbWFmcmElMkY2OCUyRjMxMjQ3NyUyRmFydGNsVmlldy5kbyUzRmJic0NsU2VxJTNEJTI2aXNWaWV3TWluZSUzRGZhbHNlJTI2cmdzRW5kZGVTdHIlM0QlMjZwYWdlJTNEMSUyNmJic09wZW5XcmRTZXElM0QlMjZyZ3NCZ25kZVN0ciUzRCUyNnNyY2hXcmQlM0QlRUMlQjAlQkUlRUMlOTUlODQlRUElQjAlODAlRUIlOEElOTQrJUVDJTk2JTkxJUVDJUExJUIwJUVDJTlFJUE1JTI2cGFzc3dvcmQlM0QlMjZzcmNoQ29sdW1uJTNEc2olMjZyb3clM0QxMCUyNg%3D%3D
http://www.mafra.go.kr/mafra/293/subview.do?enc=Zm5jdDF8QEB8JTJGYmJzJTJGbWFmcmElMkY2OCUyRjMxMzU3NSUyRmFydGNsVmlldy5kbyUzRmJic0NsU2VxJTNEJTI2aXNWaWV3TWluZSUzRGZhbHNlJTI2cmdzRW5kZGVTdHIlM0QlMjZwYWdlJTNEMSUyNmJic09wZW5XcmRTZXElM0QlMjZyZ3NCZ25kZVN0ciUzRCUyNnNyY2hXcmQlM0QlRUMlQjAlQkUlRUMlOTUlODQlRUElQjAlODAlRUIlOEElOTQrJUVDJTk2JTkxJUVDJUExJUIwJUVDJTlFJUE1JTI2cGFzc3dvcmQlM0QlMjZzcmNoQ29sdW1uJTNEc2olMjZyb3clM0QxMCUyNg%3D%3D
http://www.mafra.go.kr/mafra/293/subview.do?enc=Zm5jdDF8QEB8JTJGYmJzJTJGbWFmcmElMkY2OCUyRjMxMzU3NSUyRmFydGNsVmlldy5kbyUzRmJic0NsU2VxJTNEJTI2aXNWaWV3TWluZSUzRGZhbHNlJTI2cmdzRW5kZGVTdHIlM0QlMjZwYWdlJTNEMSUyNmJic09wZW5XcmRTZXElM0QlMjZyZ3NCZ25kZVN0ciUzRCUyNnNyY2hXcmQlM0QlRUMlQjAlQkUlRUMlOTUlODQlRUElQjAlODAlRUIlOEElOTQrJUVDJTk2JTkxJUVDJUExJUIwJUVDJTlFJUE1JTI2cGFzc3dvcmQlM0QlMjZzcmNoQ29sdW1uJTNEc2olMjZyb3clM0QxMCUyNg%3D%3D
http://www.mafra.go.kr/mafra/293/subview.do?enc=Zm5jdDF8QEB8JTJGYmJzJTJGbWFmcmElMkY2OCUyRjMxMzU3NSUyRmFydGNsVmlldy5kbyUzRmJic0NsU2VxJTNEJTI2aXNWaWV3TWluZSUzRGZhbHNlJTI2cmdzRW5kZGVTdHIlM0QlMjZwYWdlJTNEMSUyNmJic09wZW5XcmRTZXElM0QlMjZyZ3NCZ25kZVN0ciUzRCUyNnNyY2hXcmQlM0QlRUMlQjAlQkUlRUMlOTUlODQlRUElQjAlODAlRUIlOEElOTQrJUVDJTk2JTkxJUVDJUExJUIwJUVDJTlFJUE1JTI2cGFzc3dvcmQlM0QlMjZzcmNoQ29sdW1uJTNEc2olMjZyb3clM0QxMCUyNg%3D%3D
http://www.mafra.go.kr/mafra/293/subview.do?enc=Zm5jdDF8QEB8JTJGYmJzJTJGbWFmcmElMkY2OCUyRjMxMzU3NSUyRmFydGNsVmlldy5kbyUzRmJic0NsU2VxJTNEJTI2aXNWaWV3TWluZSUzRGZhbHNlJTI2cmdzRW5kZGVTdHIlM0QlMjZwYWdlJTNEMSUyNmJic09wZW5XcmRTZXElM0QlMjZyZ3NCZ25kZVN0ciUzRCUyNnNyY2hXcmQlM0QlRUMlQjAlQkUlRUMlOTUlODQlRUElQjAlODAlRUIlOEElOTQrJUVDJTk2JTkxJUVDJUExJUIwJUVDJTlFJUE1JTI2cGFzc3dvcmQlM0QlMjZzcmNoQ29sdW1uJTNEc2olMjZyb3clM0QxMCUyNg%3D%3D
http://www.mafra.go.kr/mafra/293/subview.do?enc=Zm5jdDF8QEB8JTJGYmJzJTJGbWFmcmElMkY2OCUyRjMxMzU3NSUyRmFydGNsVmlldy5kbyUzRmJic0NsU2VxJTNEJTI2aXNWaWV3TWluZSUzRGZhbHNlJTI2cmdzRW5kZGVTdHIlM0QlMjZwYWdlJTNEMSUyNmJic09wZW5XcmRTZXElM0QlMjZyZ3NCZ25kZVN0ciUzRCUyNnNyY2hXcmQlM0QlRUMlQjAlQkUlRUMlOTUlODQlRUElQjAlODAlRUIlOEElOTQrJUVDJTk2JTkxJUVDJUExJUIwJUVDJTlFJUE1JTI2cGFzc3dvcmQlM0QlMjZzcmNoQ29sdW1uJTNEc2olMjZyb3clM0QxMCUyNg%3D%3D
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JGbWFmcmElMkY2OCUyRjMxMzgyMiUyRmFydGNsVmlldy5kbyUzRmJic0NsU

2VxJTNEJTI2cmdzRW5kZGVTdHIlM0QlMjZiYnNPcGVuV3JkU2VxJTNEJTI2cG

Fzc3dvcmQlM0QlMjZzcmNoQ29sdW1uJTNEc2olMjZwYWdlJTNEMSUyNnJnc0J

nbmRlU3RyJTNEJTI2cm93JTNEMTAlMjZpc1ZpZXdNaW5lJTNEZmFsc2UlMjZz

cmNoV3JkJTNEJUVCJUE3JTg5JUVBJUIxJUI4JUVCJUE2JUFDJTI2 

●文化体育観光部視覚芸術デザイン課、キム・チンヒ、2015 年２月 10 日、「農食品部、

文体部と手を取り仁寺洞に伝統酒ギャラリー開所－ソウルの都心で我らの食の花

『伝統酒』の価値を新たに発見してください！－」  

http://www.mcst.go.kr/web/s_notice/press/pressView.jsp?pSeq=14057 

●文化日報、2017 年 12 月 12 日、 

「伝統酒世界化・大衆化新前進基地…『酒類市場』変革を夢見る」、 

http://www.munhwa.com/news/view.html?no=2017121201032021087002 

●連合ニュース、2016 年３月 25 日、 

「ソウル都心で日本酒祭り…環境保護団体『中断すべき』」、  

http://www.yonhapnews.co.kr/bulletin/2016/03/25/0200000000AKR20160325096

151004.HTML?input=1195m 

 

２．ウェブサイト 

＜日本語サイト＞ 

●観光庁 

・酒蔵ツーリズム  

 http://www.mlit.go.jp/kankocho/shisaku/kankochi/sakagura.html 

・【平成 29 年度（2017 年度）税制改正】訪日外国人旅行者向け酒税の免税制度の創設  

 http://www.mlit.go.jp/kankocho/news02_000300.html 

 （別紙）概要 http://www.mlit.go.jp/common/001154828.pdf 

 

●国税庁 

・輸出支援の取り組み  

http://www.nta.go.jp/shiraberu/senmonjoho/sake/yushutsu/01.htm 

・東京電力福島第一原子力発電所事故を受けた輸出証明書の発行について  

http://www.nta.go.jp/sonota/sonota/osirase/data/h23/jishin/sake/  

 

●内閣府 

・クールジャパン戦略  

http://www.cao.go.jp/cool_japan/ 

 

●日本政府観光局（JNTO） 

・訪日外客統計の集計・発表  

 https://www.jnto.go.jp/jpn/statistics/data_info_listing/index.html 

http://www.mafra.go.kr/mafra/293/subview.do?enc=Zm5jdDF8QEB8JTJGYmJzJTJGbWFmcmElMkY2OCUyRjMxMzgyMiUyRmFydGNsVmlldy5kbyUzRmJic0NsU2VxJTNEJTI2cmdzRW5kZGVTdHIlM0QlMjZiYnNPcGVuV3JkU2VxJTNEJTI2cGFzc3dvcmQlM0QlMjZzcmNoQ29sdW1uJTNEc2olMjZwYWdlJTNEMSUyNnJnc0JnbmRlU3RyJTNEJTI2cm93JTNEMTAlMjZpc1ZpZXdNaW5lJTNEZmFsc2UlMjZzcmNoV3JkJTNEJUVCJUE3JTg5JUVBJUIxJUI4JUVCJUE2JUFDJTI2
http://www.mafra.go.kr/mafra/293/subview.do?enc=Zm5jdDF8QEB8JTJGYmJzJTJGbWFmcmElMkY2OCUyRjMxMzgyMiUyRmFydGNsVmlldy5kbyUzRmJic0NsU2VxJTNEJTI2cmdzRW5kZGVTdHIlM0QlMjZiYnNPcGVuV3JkU2VxJTNEJTI2cGFzc3dvcmQlM0QlMjZzcmNoQ29sdW1uJTNEc2olMjZwYWdlJTNEMSUyNnJnc0JnbmRlU3RyJTNEJTI2cm93JTNEMTAlMjZpc1ZpZXdNaW5lJTNEZmFsc2UlMjZzcmNoV3JkJTNEJUVCJUE3JTg5JUVBJUIxJUI4JUVCJUE2JUFDJTI2
http://www.mafra.go.kr/mafra/293/subview.do?enc=Zm5jdDF8QEB8JTJGYmJzJTJGbWFmcmElMkY2OCUyRjMxMzgyMiUyRmFydGNsVmlldy5kbyUzRmJic0NsU2VxJTNEJTI2cmdzRW5kZGVTdHIlM0QlMjZiYnNPcGVuV3JkU2VxJTNEJTI2cGFzc3dvcmQlM0QlMjZzcmNoQ29sdW1uJTNEc2olMjZwYWdlJTNEMSUyNnJnc0JnbmRlU3RyJTNEJTI2cm93JTNEMTAlMjZpc1ZpZXdNaW5lJTNEZmFsc2UlMjZzcmNoV3JkJTNEJUVCJUE3JTg5JUVBJUIxJUI4JUVCJUE2JUFDJTI2
http://www.mafra.go.kr/mafra/293/subview.do?enc=Zm5jdDF8QEB8JTJGYmJzJTJGbWFmcmElMkY2OCUyRjMxMzgyMiUyRmFydGNsVmlldy5kbyUzRmJic0NsU2VxJTNEJTI2cmdzRW5kZGVTdHIlM0QlMjZiYnNPcGVuV3JkU2VxJTNEJTI2cGFzc3dvcmQlM0QlMjZzcmNoQ29sdW1uJTNEc2olMjZwYWdlJTNEMSUyNnJnc0JnbmRlU3RyJTNEJTI2cm93JTNEMTAlMjZpc1ZpZXdNaW5lJTNEZmFsc2UlMjZzcmNoV3JkJTNEJUVCJUE3JTg5JUVBJUIxJUI4JUVCJUE2JUFDJTI2
http://www.mafra.go.kr/mafra/293/subview.do?enc=Zm5jdDF8QEB8JTJGYmJzJTJGbWFmcmElMkY2OCUyRjMxMzgyMiUyRmFydGNsVmlldy5kbyUzRmJic0NsU2VxJTNEJTI2cmdzRW5kZGVTdHIlM0QlMjZiYnNPcGVuV3JkU2VxJTNEJTI2cGFzc3dvcmQlM0QlMjZzcmNoQ29sdW1uJTNEc2olMjZwYWdlJTNEMSUyNnJnc0JnbmRlU3RyJTNEJTI2cm93JTNEMTAlMjZpc1ZpZXdNaW5lJTNEZmFsc2UlMjZzcmNoV3JkJTNEJUVCJUE3JTg5JUVBJUIxJUI4JUVCJUE2JUFDJTI2
http://www.mcst.go.kr/web/s_notice/press/pressView.jsp?pSeq=14057
http://www.munhwa.com/news/view.html?no=2017121201032021087002
http://www.yonhapnews.co.kr/bulletin/2016/03/25/0200000000AKR20160325096151004.HTML?input=1195m
http://www.yonhapnews.co.kr/bulletin/2016/03/25/0200000000AKR20160325096151004.HTML?input=1195m
http://www.mlit.go.jp/kankocho/shisaku/kankochi/sakagura.html
http://www.mlit.go.jp/kankocho/news02_000300.html
http://www.mlit.go.jp/common/001154828.pdf
http://www.nta.go.jp/shiraberu/senmonjoho/sake/yushutsu/01.htm
http://www.nta.go.jp/sonota/sonota/osirase/data/h23/jishin/sake/
http://www.cao.go.jp/cool_japan/
https://www.jnto.go.jp/jpn/statistics/data_info_listing/index.html
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●日本貿易機構（JETRO） 

・アルコール飲料の現地輸入規制および留意点：韓国向け輸出  

 https://www.jetro.go.jp/world/qa/04A-030129.html 

 

●日本 中部北陸の旅「昇龍道」プロジェクト  

http://wwwtb.mlit.go.jp/chubu/kikaku/syoryudo/ 

 

●白鶴酒造株式会社 

http://www.hakutsuru.co.jp/ 

●酒まつり 

https://sakematsuri.com/ 

 

●城島酒蔵びらき 

http://nanbu-shoko.jp/sakagura/ 

 

●新潟淡麗にいがた酒の陣  

http://sakenojin.jp/ 

 

＜韓国語サイト＞ 

●国家法令情報センター（法制処）  

http://www.law.go.kr/main.html 

・酒税法（法律第 11873 号、2013.6.7 他法改正） 

http://www.law.go.kr/LSW/lsInfoP.do?lsiSeq=141065#0000  

 

●Korea Sool 

http://koreasool.co.kr/ 

・訪ねる醸造場の現状紹介  

http://koreasool.co.kr/go-brewery/condition-introduction/ 

・2014 年度 訪ねる醸造場事業推進計画  

http://koreasool.co.kr/2014%eb%85%84%eb%8f%84-%ec%b0%be%ec%95%84%ea

%b0%80%eb%8a%94-%ec%96%91%ec%a1%b0%ec%9e%a5-%ec%82%ac%ec%97%

85-%ec%b6%94%ec%a7%84%ea%b3%84%ed%9a%8d/ 

・伝統酒ギャラリー  

http://koreasool.co.kr/liquor-gallery/gallery-intro/ 

・ウリスル トゥギャザーウィーク  

http://koreasool.co.kr/2016-우리술-투게더-위크/ 

 

●食品医薬安全処 

http://mfds.go.kr/index.do 

https://www.jetro.go.jp/world/qa/04A-030129.html
http://wwwtb.mlit.go.jp/chubu/kikaku/syoryudo/
http://www.hakutsuru.co.jp/
https://sakematsuri.com/
http://nanbu-shoko.jp/sakagura/
http://sakenojin.jp/
http://www.law.go.kr/main.html
http://www.law.go.kr/LSW/lsInfoP.do?lsiSeq=141065#0000
http://koreasool.co.kr/
http://koreasool.co.kr/go-brewery/condition-introduction/
http://koreasool.co.kr/2014%eb%85%84%eb%8f%84-%ec%b0%be%ec%95%84%ea%b0%80%eb%8a%94-%ec%96%91%ec%a1%b0%ec%9e%a5-%ec%82%ac%ec%97%85-%ec%b6%94%ec%a7%84%ea%b3%84%ed%9a%8d/
http://koreasool.co.kr/2014%eb%85%84%eb%8f%84-%ec%b0%be%ec%95%84%ea%b0%80%eb%8a%94-%ec%96%91%ec%a1%b0%ec%9e%a5-%ec%82%ac%ec%97%85-%ec%b6%94%ec%a7%84%ea%b3%84%ed%9a%8d/
http://koreasool.co.kr/2014%eb%85%84%eb%8f%84-%ec%b0%be%ec%95%84%ea%b0%80%eb%8a%94-%ec%96%91%ec%a1%b0%ec%9e%a5-%ec%82%ac%ec%97%85-%ec%b6%94%ec%a7%84%ea%b3%84%ed%9a%8d/
http://koreasool.co.kr/liquor-gallery/gallery-intro/
http://koreasool.co.kr/2016-우리술-투게더-위크/
http://mfds.go.kr/index.do
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・酒類安全政策課  

http://mfds.go.kr/index.do?mid=940&page=dept&dept=1471217 

 

●大韓民国くまなく幸せ旅行（韓国観光公社関連サイト）  

・金井山城歴史文化祭り 2017 

http://korean.visitkorea.or.kr/kor/bz15/where/festival/festival.jsp?cid=1275743  

・三江酒幕マッコリ祭り 2017 

http://korean.visitkorea.or.kr/kor/bz15/where/festival/festival.jsp?cid=1328004  

 

 

取材・協力 

●株式会社 WinWin 代表取締役（株式会社 WinWin 営業所「酒縁」、「酒蔵」代表理

事） ソ・キルピョン氏  

 

●白鶴酒造株式会社 総務人事部 広報室長 西田 正裕氏 

 

 

【執筆者】 

一般財団法人自治体国際化協会ソウル事務所 所長補佐 菊池 さやか 

 

 

【監 修】 

 一般財団法人自治体国際化協会ソウル事務所 所長 山田 圭則 

                      次長 信夫 秀紀 

http://mfds.go.kr/index.do?mid=940&page=dept&dept=1471217
http://korean.visitkorea.or.kr/kor/bz15/where/festival/festival.jsp?cid=1275743
http://korean.visitkorea.or.kr/kor/bz15/where/festival/festival.jsp?cid=1328004

